死刑の位置付け
はじめに
　昔から日本は、法によって統治されており、罪を犯せば、それに応じた代償を払う仕組みとなっている。特に重い罪が、極刑と言われる死刑である。たいていの人々は、自分の命を大切にするので、死刑にならないように、人を殺すといったことはしない。にもかかわらず、殺人と同じように命を奪うはずの死刑は、存在する。なぜこのようなことは起きているのか？以下、グラフを用いて考察してゆく。

結果
①
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上のグラフより、アンケートに答えた大多数の人は、人を殺すことはいけないことであると認識しているようである。しかしながら、法の名の下にある死刑が、同じように人を殺しているかは判断がつけられない。
②
[image: image2.png]RN ES &

=R
=zt





個人的には、意外と驚くべき部分がある。それは、たいていの人は、死刑と殺人は違うものであると認識していると思ったのである。しかしながら、そう考えない人もいるようである。
③

[image: image3.png]I OFELRCELH Y ETH,
L ZDEEFEETRELLES.

=YES
ENO





結果は、YES、NOともにほぼ同数となった。これは、人を殺した代償として、死刑になり自らの命をもって償うことが、ただひとつの方法であることが、否定されたことを示している。
考察

　３つのグラフの結果より、矛盾した点が見られる。①のグラフより、人々は、人を殺すことは、法的にも倫理的にも反していると認識しているようである。②のグラフより、「死刑」は法律の傘に守られているが、立派に人を殺している行為であるという認識はないようである。また、③のグラフからも、①に反した結果が出ている。つまり、「人を殺すことは悪いことである」と認識しているにもかかわらず、同様に人を殺している「死刑」は、悪いことではないと認識しているようである。

　以上より、人々は、「死刑」についてあまり深く考えていないように思える。実際、アンケートの結果にも矛盾が生じているので、否定することはできない。「死刑」の根幹にある部分は、他でもない人の命についてである。自分が当事者であろうとなかろうと、しっかりと考えるべき問題なのではないかと思う。
